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論 ⽂ 要 旨  

【 ⽬ 的 】 3 例 の 脳 静 脈 洞 ⾎ 栓 症 に 対 し て 、 P e n u m b r a  c a t h e t e r ( P C ) を

⽤ い て 経 静 脈 的 ⾎ 栓 回 収 療 法 を 施 ⾏ し 、 良 好 な 結 果 を 得 た の で 報 告

す る 。【 症 例 】 症 例 1 ： 7 7 歳 男 性 、 限 局 性 く も 膜 下 出 ⾎ ( l o c a l  S A H :  

l - S A H ) 発 症 で 、 上 ⽮ 状 - 右 横 S 状 静 脈 洞 の 閉 塞 あ り 、 P C を ⽤ い た ⾎

栓 回 収 術 で 再 開 通 が 得 ら れ た 。 症 例 2 ： 6 0 歳 男 性 、 失 語 ・ 右 ⽚ ⿇ 痺

を 発 症 し 、 直 ― 上 ⽮ 状 - 両 横 静 脈 洞 の 閉 塞 あ り 、 P C で 吸 引 と ウ ロ キ

ナ ー ゼ ( U K ) 局 所 投 与 を ⾏ い 、再 開 通 が 得 ら れ た 。症 例 3：1 9 歳 男 性 、

痙 攣 と l - S A H 発 症 で 上 ⽮ 状 静 脈 洞 の 閉 塞 あ り 、P C で の 吸 引 と U K 局

所 投 与 し 、 再 開 通 を 得 た 。【 結 論 】 ⼤ ⼝ 径 カ テ ー テ ル  を ⽤ い た 急 性

期 ⾎ 栓 吸 引 療 法 は 安 全 か つ 有 効 で あ り 、 特 に 出 ⾎ 例 や 重 症 例 に お い

て は 、 ま ず 試 み て よ い の で は な い か と 考 え ら れ た 。  
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【 緒 ⾔ 】  

脳 静 脈 洞 ⾎ 栓 症 ( c e r e b r a l  v e n o u s  s i n u s  t h r o m b o s i s :  C V S T ) は ま れ

な 疾 患 で あ り 、 そ の 発 症 率 は 年 間 1 0 0  万 ⼈ あ た り  5  ⼈ と い わ れ 、

全 脳 卒 中 の 0 . 5 - 1 . 0 ％ と さ れ て い る 1 ) 。 原 因 と し て は 、 遺 伝 性 あ る

い は 後 天 性 の 凝 固 異 常 や 、 ⼿ 術 ・ 外 傷 ・ 妊 娠 な ど が 挙 げ ら れ る 。 症

状 は 多 岐 に わ た る が 、 頭 蓋 内 圧 亢 進 に 伴 う 頭 痛 が 9 0 ％ で ⾒ ら れ 、

痙 攣 が 4 0 ％ で 、 そ の 他 静 脈 性 梗 塞 や ⽪ 質 下 出 ⾎ に よ る 局 所 の 巣 症

状 と し て 失 語 や ⽚ ⿇ 痺 も 多 い 1 ) 。 典 型 的 な 臨 床 経 過 は 数 ⽇ 〜 数 週 間

か け て 上 記 の 症 状 が 緩 徐 に 増 悪 す る と さ れ て い る 。 治 療 の 第 ⼀ 選 択

は 抗 凝 固 療 法 で あ る が 、 近 年 経 静 脈 的 ⾎ 栓 回 収 術 の 報 告 が 散 ⾒ さ れ

る も の の 有 効 性 は 未 だ 議 論 が あ る 1 - 7 ) 。 今 回 、 C V S T に 対 し

P e n u m b r a  c a t h e t e r  ( P C ) を ⽤ い た 経 静 脈 的 ⾎ 栓 回 収 術 が 効 果 的 で あ

っ た 3 症 例 を 経 験 し た た め 、 ⽂ 献 的 考 察 を 加 え て 報 告 す る 。  

【 症 例 提 ⽰ 】  

( 症 例 1 )  7 7 歳 男 性 、 ⼤ 酒 家 。  

現 病 歴 ： 4 ⽇ 前 か ら 倦 怠 感 ・ 嘔 吐 ・ め ま い ・ 頭 痛 が 出 現 し 、 次 第 に

着 ⾐ 失 ⾏ な ど の 症 状 も 出 現 し た た め 当 科 を 紹 介 受 診 と な っ た 。 頭 部

C T で 右 側 頭 - 頭 頂 葉 に 限 局 的 な く も 膜 下 出 ⾎ ( l o c a l  s u b a r a c h n o i d  

h e m o r r h a g e : l - S A H ) を 認 め ( F i g u r e  1 A , B ) 、 本 ⼈ よ り 頭 部 打 撲 の 申 告

も あ っ た こ と か ら 外 傷 性 S A H の 診 断 で ⼊ 院 と な っ て い た 。 来 院 時
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の ⾎ 液 検 査 で は P T - I N R : 1 . 0 5 、  A P T T : 2 4 . 7 秒 、  D ダ イ マ ー : 3 4 . 7

μ g / m L と D ダ イ マ ー ⾼ 値 を ⽰ し た 。 頭 部 単 純 M R I  ( T 2 * W I ) で 上 ⽮

状 静 脈 洞 ( s u p e r i o r  s a g i t t a l  s i n u s : S S S ) と ⽪ 質 静 脈 に 低 信 号 を 呈 し

て い た が ( F i g u r e  1 C ) 、 当 初 有 意 な 所 ⾒ と 認 識 さ れ て い な か っ た 。

翌 ⽇ の 脳 ⾎ 管 撮 影 直 前 に 不 穏 と 左 ⽚ ⿇ 痺 が 出 現 し 、 検 査 直 前 に ⾏ っ

た c o n e  b e a m  C T で 右 側 頭 葉 に 脳 内 出 ⾎ が 新 た に 出 現 し て い た

( F i g u r e  1 D ) 。 脳 ⾎ 管 造 影 検 査 で は S S S か ら 右 横 静 脈 洞 の 閉 塞 を 認

め た ( F i g u r e  2 A , 2 B ) 。 直 ち に 緊 急 で 静 脈 洞 内 の カ テ ー テ ル ⾎ 栓 吸 引

を 企 図 し た 。 ま ず 左 内 頸 静 脈 ア プ ロ ー チ を 試 み た が 、 ガ イ ド ワ イ ヤ

ー が 直 静 脈 洞 ば か り に 侵 ⼊ し 、 S S S ま で ⾄ ら な か っ た 。 そ こ で 8 F r  

R o a d m a s t e r  9 0 c m  ( グ ッ ド マ ン ,  愛 知 ) を 右 内 頸 静 脈 に 留 置 し 直 し 、

右 S 状 静 脈 洞 か ら 横 静 脈 洞 に 0 . 0 3 5 - i n c h  R a d i f o c u s  g u i d e w i r e  

1 8 0 c m ( テ ル モ , 東 京 ) を ⼀ 旦 到 達 さ せ ア ク セ ス ル ー ト を 確 認 し た 。

そ の 後 M a r k s m a n を i n n e r c a t h e t e r と し て ⽤ い て A C E 6 8  

( P e n u m b r a ,  A l a m e d a ,  C A ,  U S A )  を S S S 内 に 誘 導 し 、 局 所 静 脈 造 影

を ⾏ い ( F i g u r e  2 C ) 、 ⾎ 栓 の 局 在 と 範 囲 を 確 認 後 に S S S の 中 間 点 か

ら c o n f l u e n c e ま で の 範 囲 で 、 ⾎ 栓 吸 引 を ⾏ っ た ( F i g u r e  2 B ) 。 特 に

3 p a s s ⽬ で は A C E 6 8 内 の 逆 流 ⾎ が ⽌ ま っ た た め g u i d i n g  c a t h e t e r

内 に ゆ っ く り 引 き 戻 す と 、 A C E 6 8 先 端 に は ⻑ さ 2 c m 程 度 の ⾚ ⾊ ⾎

栓 が ⼊ り 込 ん で い た ( a  d i r e c t  a s p i r a t i o n  f i r s t  p a s s  

t e c h n i q u e : A D A P T )  ( F i g u r e  2 D ) 。 最 終 造 影 で は S S S の 描 出 は 改 善

し て い た  ( F i g u r e  2 E ) 。 術 後 は ⽬ 標 A C T 値 1 5 0 - 2 0 0 と し 、 1 0 , 0 0 0
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単 位 / ⽇ で ヘ パ リ ン 化 を 開 始 し 、 術 後 7 ⽇ ⽬ か ら ワ ー フ ァ リ ン を 併

⽤ し 、 1 0 ⽇ ⽬ に ヘ パ リ ン か ら ワ ー フ ァ リ ン 単 独 に 切 り 替 え 、 ⾼ 齢

で 腎 機 能 低 下 も あ っ た こ と か ら P T - I N R は 1 . 6 - 2 . 6 の 範 囲 で 調 整 し

た 。 精 査 で プ ロ テ イ ン C 抗 原 5 1 %  活 性 量 4 5 % と 低 下 を 認 め た

が 、 フ ォ ロ ー ア ッ プ で は 正 常 値 に 戻 っ て お り 、 消 費 に よ る ⼀ 過 性 の

低 下 と 判 断 し 、 最 終 的 に 特 発 性 C V S T と 診 断 し た 。 回 復 期 リ ハ ビ

リ テ ー シ ョ ン 病 棟 へ 移 り 、 神 経 症 状 は ほ ぼ 消 失 し た 。 2 ヶ ⽉ 後 の 脳

⾎ 管 撮 影 で は 静 脈 洞 の 描 出 も さ ら に 改 善 し ( F i g u r e  2 F ) 、 術 後 3 ヶ

⽉ に m o d i f i e d  R a n k i n  S c a l e ( m R S ) 0 で ⾃ 宅 退 院 と な っ た 。        

( 症 例 2 )  6 0 歳 男 性  

現 病 歴 ： 5 ⽇ 前 か ら 頭 痛 ・ ⾷ 思 不 振 が 出 現 し 、 近 医 に て 感 冒 の 診 断

で ⾃ 宅 静 養 さ れ て い た 。 帰 宅 し た 妻 が 動 け な く な っ て い る 患 者 を 発

⾒ し 、 救 急 搬 送 と な っ た 。 来 院 時 G C S は E 4 V 3 M 5 で 感 覚 性 失 語 ・

失 ⾒ 当 識 ・  右 ⽚ ⿇ 痺 が あ り 、 ⾎ 液 検 査 で は P T - I N R : 0 . 9 5  

A P T T : 2 4 . 6 秒  D ダ イ マ ー : 6 . 5 μ g / m L  B U N : 2 2 m g / d L  ト ロ ン ビ ン ー

ア ン チ ト ロ ン ビ ン 複 合 体 ( T A T ) : 1 8 . 6 n g / m L  プ ラ ス ミ ン α 2 プ ラ ス

ミ ン イ ン ヒ ビ タ ー 複 合 体 ( P I C ) : 3 . 6 μ g / m L   v o n  W i l l e b r a n d 活 性

4 8 2 %  抗 原 量 3 9 8 %  ル ー プ ス ア ン チ コ ア グ ラ ン ト 1 . 3 3 で あ っ た 。  

単 純 C T で は 直 静 脈 洞 内 に ⾼ 信 号 が 認 め ら れ た ( F i g u r e  3 A ) 。 M R I  

F L A I R で 両 側 視 床 お よ び 第 ３ 脳 室 周 囲 に 広 範 囲 の ⾼ 信 号 域 が あ り

( F i g u r e  3 B ) 、 T 2 ＊ W I で は S S S が 低 信 号 を 呈 し て い た ( F i g u r e  

3 C ) 。 視 床 へ の う っ ⾎ を 伴 っ た C V S T を 疑 い 、 1 0 , 0 0 0 単 位 / ⽇ で ヘ
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パ リ ン 化 を 開 始 し 、 脳 ⾎ 管 撮 影 を 翌 ⽇ ⾏ な っ た 。 S S S の 後 ⽅ 2 / 3 お

よ び 両 側 横 静 脈 洞 、 右 S 状 静 脈 洞 、 直 静 脈 洞 、 左 内 ⼤ 脳 静 脈 、 両

側 内 頸 静 脈 が 描 出 不 良 で あ っ た ( F i g u r e  3 D - F ) 。 出 ⾎ 所 ⾒ は な か っ

た が 、 脳 深 部 の う っ ⾎ が 認 め ら れ た た め 、 緊 急 の ⾎ 栓 回 収 術 を 試 み

る こ と と し た 。 8 F r  R o a d m a s t e r  8 0 c m を 左 内 頸 静 脈 に 留 置 し 4 F r  

C e r u l e a n G  1 2 7 c m  ( メ デ ィ キ ッ ト 、 東 京 )  を 中 間 カ テ ー テ ル と し て

左 横 静 脈 洞 に 誘 導 し た 。 H e a d w a y  1 7  ( M i c r o V e n t i o n  T E R U M O ,  

T u s t i n ,  C A ,  U S  )  ・ C h i k a i  1 4  ( 朝 ⽇ イ ン テ ッ ク , 愛 知 )  の 組 み 合 わ

せ で 複 数 箇 所 の 局 所 静 脈 撮 影 を ⾏ い 、 や は り 静 脈 洞 が 広 範 に 閉 塞 し

て い る こ と が 判 明 し ( F i g u r e 4 A ) 、 静 脈 洞 交 会 に 留 置 し た 4 F r  

C e r u l e a n G  1 2 7 c m か ら ウ ロ キ ナ ー ゼ 6 0 , 0 0 0 単 位 を 緩 徐 に 投 与 し

た 。 次 に 、 G a l e n 静 脈 と 直 静 脈 洞 移 ⾏ 部 付 近 に H e a d w a y 1 7 を 誘 導

し 、 ウ ロ キ ナ ー ゼ 3 0 , 0 0 0 単 位 を 緩 徐 に 投 与 し た 。 そ の 後 、

A C E 6 0 ( P e n u m b r a ,  A l a m e d a ,  C A ,  U S A ) と 3 M A X ( P e n u m b r a ,  

A l a m e d a ,  C A ,  U S A ) の シ ス テ ム を S S S 中 央 部 ま で 誘 導 し た 後 、 局 所

撮 影 で こ の 領 域 が 閉 塞 し て い る こ と を 確 認 し 、 こ こ か ら 陰 圧 を か け

な が ら 静 脈 洞 交 会 ま で r u n n i n g  a s p i r a t i o n を ⾏ っ た 。 H e a d w a y を

左 横 静 脈 洞 遠 位 に 誘 導 し 、 ウ ロ キ ナ ー ゼ 3 0 , 0 0 0 単 位 を 緩 徐 に 投 与

し た ( F i g u r e  4 B ) 。 最 後 に A C E 6 0 を 静 脈 洞 交 会 か ら 陰 圧 吸 引 を か け

な が ら 左 内 頸 静 脈 球 部 ま で r u n n i n g  a s p i r a t i o n を ⾏ な っ た 。 回 収 ⾎

か ら 多 数 の ⾚ ⾊ お よ び ⽩ ⾊ ⾎ 栓 が 回 収 さ れ ( F i g u r e  4 C ) 、 静 脈 洞 の

描 出 改 善 が 得 ら れ た ( F i g u r e  4 D - E ) 。 そ の 後 、 急 性 期 は 1 4 , 4 0 0 -
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1 6 , 0 0 0 単 位 / ⽇ で ヘ パ リ ン 、 亜 急 性 期 よ り ワ ー フ ァ リ ン に よ る 抗 凝

固 療 法 を 継 続 し 、 P T - I N R 2 . 0 - 3 . 0 を ⽬ 標 に 1 . 8 - 2 . 7 の 範 囲 で 調 整 し

た 。 神 経 症 状 は 徐 々 に 改 善 し た 。 当 初 、 直 静 脈 洞 の 描 出 は 不 良 で あ

っ た が 、 １ 週 間 後 の フ ォ ロ ー ア ッ プ D S A で は 著 明 に 改 善 し 、 S S S

の 描 出 も 術 直 後 よ り さ ら に 改 善 し て い た ( F i g u r e  F ) 。 凝 固 因 ⼦ の 精

査 で も ル ー プ ス ア ン チ コ ア グ ラ ン ト の ご く 軽 度 の 上 昇 を 認 め た も の

の 、 再 現 性 は な く 、 そ の 他 の 器 質 的 な 異 常 も 認 め な か っ た た め 、 最

終 診 断 は 特 発 性 C V S T と し た 。 術 後 １ ヶ ⽉ ⽬ の M R I で 両 側 視 床 の

F L A I R ⾼ 信 号 は 消 失 し ( F i g u r e  4 G ) 、 術 後 2 ヶ ⽉ ⽬ に 神 経 脱 落 所 ⾒

を 全 く 残 さ ず に m R S 0 で 退 院 し た 。  

 ( 症 例 3 )  1 9 歳 男 性  

現 病 歴 ： 2 週 間 前 か ら 感 冒 症 状 が あ り 、 3 ⽇ 前 に 突 然 の 頭 痛 が 出 現

し た 。 次 第 に 右 上 下 肢 の 痺 れ ・ 運 動 ⿇ 痺 が 出 現 し た た め 、 近 医 を 受

診 し 当 院 救 急 部 へ 紹 介 と な っ た 。 そ の ⽇ は 頭 部 M R I を 撮 影 し 、 ⼀

旦 帰 宅 し た 。 し か し 、 帰 宅 後 全 ⾝ 性 間 代 性 痙 攣 が 起 こ っ た た め 救 急

搬 送 さ れ た 。 来 院 時 の G C S は E 4 V 5 M 6 で M M T 3 / 5 程 度 の 右 ⽚ ⿇ 痺

を 認 め た 。 ⾎ 液 検 査 で は 、 P T - I N R : 1 . 0 4 、  A P T T : 2 5 . 7 秒 、  フ ィ ブ

リ ノ ー ゲ ン : 2 8 8 m g / d L 、  ア ン チ ト ロ ン ビ ン Ⅲ : 8 1 . 0 % 、 頭 部 単 純 C T

で 両 側 前 頭 葉 に 限 局 し た 少 量 の S A H と S S S 内 に d e n s e  c l o t  s i g n を

認 め た  ( F i g u r e  5 A ) 。 M R I  T 2 * W I で は S S S と ⽪ 質 静 脈 に 低 信 号 を

認 め た ( F i g u r e  5 B ) た め 、 緊 急 で 脳 ⾎ 管 造 影 検 査 を ⾏ な っ た 。 ⽪ 質

静 脈 お よ び S S S か ら 右 横 静 脈 洞 起 始 部 の 描 出 が 不 良 で あ り C V S T
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と 診 断 し た 。 横 静 脈 洞 の 描 出 は 左 側 優 位 で あ っ た た め 、 左 横 静 脈 洞

か ら ⾎ 栓 回 収 を 試 み た  ( F i g u r e  6 A ) 。 8 F r  B r i t e  t i p  ( C a r d i a l  H e a l t h  

J a p a n ,  T o k y o ,  J a p a n )  を g u i d i n g  c a t h e t e r に 使 ⽤ し 、 P e n u m b r a  

0 5 4 + 0 3 2  ( P e n u m b r a ,  A l a m e d a ,  C A ,  U S A )  を S S S に 誘 導 し 、

v e n o g r a p h y で ⾎ 栓 の 局 在 を 確 認 し た ( F i g u r e  6 D ) 。 ウ ロ キ ナ ー ゼ

1 2 0 , 0 0 0 単 位 を 局 所 投 与 し 、 さ ら に P e n u m b r a 0 5 4 で S S S か ら

c o n f l u e n c e に か け て ⾎ 栓 吸 引 を ⾏ な っ た 。 細 か く 破 砕 さ れ た ⾎ 栓

が 多 数 回 収 さ れ 、 更 に ウ ロ キ ナ ー ゼ 1 2 0 , 0 0 0 単 位 を 局 所 投 与 し

た 。 最 終 造 影 で は S S S と ⽪ 質 静 脈 の 描 出 が 改 善 し て い た  ( F i g u r e  

6 E ) 。 術 後 ヘ パ リ ン に よ る 抗 凝 固 療 法 ( 1 0 , 0 0 0 - 1 4 , 4 0 0 単 位 / ⽇ ) を 継

続 し た 。 右 ⽚ ⿇ 痺 は リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を ⾏ う こ と に よ っ て 徐 々 に

改 善 し た 。 3 ヶ ⽉ 後 に 神 経 症 状 は 全 く 残 さ ず m R S 0 で 退 院 と な っ

た 。 ⼊ 院 中 お よ び そ の 1 2 週 間 後 に ⾏ な っ た 2 回 ⽬ の ⾎ 液 検 査 で 抗

カ ル ジ オ リ ピ ン 抗 体 が 陽 性 で あ り 、 C V S T の 原 因 は 抗 リ ン 脂 質 抗 体

症 候 群 と 診 断 し た 。 7 年 後 の 現 在 も P T - I N R を 2 . 0 - 3 . 0 の 範 囲 内 で

調 整 し 、 抗 凝 固 療 法 を 継 続 し て い る 。 ( 症 例 3 は 脳 神 経 外 科 速 報

2 0 1 4 年 2 4 号 p  7 8 - 8 3 に 掲 載 さ れ 、 メ デ ィ カ 出 版 よ り 転 載 許 可 を 得

て い る 。 8 ））  

 

【 考 察 】  

 C V S T は 脳 ⾎ 管 造 影 や M R  v e n o g r a p h y ( M R V ) で 確 定 診 断 さ れ る 。

C V S T を 疑 う 画 像 所 ⾒ と し て は 頭 部 単 純 C T 検 査 の d e n s e  c l o t  s i g n
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が 挙 げ ら れ る が 、 感 度 は 2 5 ％ 程 度 と 低 く 9 ) 、 T 2 * W I が よ り 有 ⽤ と

さ れ て い る 1 0 ) 。 T 2 * W I  は 磁 化 率 効 果 に よ り ⾎ 栓 内 の

d e o x y h e m o g l o b i n を 低 信 号 と し て 描 出 す る た め 、 C V S T の 急 性 期 に

お い て 9 0 ％ の 感 度 で ⾎ 栓 ま た は ⾎ 流 が う っ 滞 し た 静 脈 洞 や 脳 ⽪ 質

静 脈 が 低 信 号 を 呈 す る と の 報 告 が あ る 1 1 ) 。  

C V S T の 治 療 法 と し て は 、 急 性 期 に は ヘ パ リ ン 、 慢 性 期 に は ワ ー フ

ァ リ ン に よ る 抗 凝 固 療 法 を ⾏ い P T - I N R を ⾄ 適 域 （ 2 . 0 - 3 . 0 ） に コ

ン ト ロ ー ル す る こ と 1 ) が 第 ⼀ 選 択 と さ れ て い る 。 抗 凝 固 療 法 に よ る

再 開 通 率 は 8 3 - 8 5 % と さ れ て お り 、 m R S 0 - 2 の 割 合 も 8 6 % と 良 好 な

予 後 が 得 ら れ て い る 報 告 も あ る が 、 新 た な 出 ⾎ ・ 増 悪 率 が 1 0 % 、

死 亡 率 は 8 - 1 3 %  と 報 告 さ れ て い る も の も あ る 1 2 ) 。 我 々 も 急 性 期 か

ら 亜 急 性 期 は ヘ パ リ ン を 、 慢 性 期 に は ワ ー フ ァ リ ン 内 服 に よ る 抗 凝

固 療 法 で P T - I N R を 2 . 0 - 3 . 0 に コ ン ト ロ ー ル す る ⽅ 針 と し て い る 。

⼀ ⽅ で 、 近 年 デ バ イ ス の 改 良 に 伴 い 急 性 期 の ⾎ 栓 回 収 術 の 治 療 効 果

が 注 ⽬ さ れ て い る 。 ⾎ 栓 回 収 術 に よ る 再 開 通 率 は 8 6 - 9 5 % で 、

m R S 0 - 2 の 予 後 良 好 例 の 割 合 は 8 4 - 9 2 % 、 新 た な 出 ⾎ ・ 増 悪 率 は 1 0 -

1 4 % で 死 亡 率 は 7 - 1 2 % と さ れ て お り 、 抗 凝 固 療 法 の 治 療 成 績 に 劣 ら

な か っ た 1 3 , 1 4 ) 。 ⾎ 栓 回 収 術 は ヘ パ リ ン に 抵 抗 性 を ⽰ す 例 や 重 症 例

に も 効 果 が 期 待 で き 、 再 開 通 ま で の 時 間 が 短 い こ と に よ り 神 経 症 状

を 早 期 に 回 復 さ せ ら れ る 可 能 性 が あ る 。 さ ら に 、 ウ ロ キ ナ ー ゼ や

t P A の 局 所 投 与 量 を 減 ら せ る こ と で 出 ⾎ 性 合 併 症 の リ ス ク を 低 下 さ

せ る こ と も 期 待 さ れ る 。 症 例 1 、 症 例 3 の よ う な 出 ⾎ 発 症 の 患 者 で
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は 線 溶 剤 の 投 与 量 を 減 ず る こ と が で き 、 ま た 症 例 2 の よ う に 広 範

な 静 脈 う っ ⾎ 所 ⾒ を 有 す る 症 例 に 対 し て も 従 来 の 抗 凝 固 療 法 に 加 え

て ⾎ 栓 回 収 術 を 施 ⾏ す る こ と で 上 乗 せ 効 果 が 期 待 で き る 。 ⾎ 栓 回 収

術 の ⼿ 技 と し て 、 局 所 的 線 溶 療 法 、 b a l l o o n  a n g i o p l a s t y や 、

m i c r o s n a r e 、 P e n u m b r a シ ス テ ム 、 F o g a r t y  e m b o l e c t o m y  

c a t h e t e r 、 ス テ ン ト リ ト リ ー バ ー を ⽤ い た ⾎ 栓 捕 捉 療 法 が あ り 、 そ

れ ぞ れ の 有 効 性 が 報 告 さ れ て い る 4 , 6 ) 。 し か し 、 従 来 の 抗 凝 固 療 法

群 と そ れ に 加 え て ⾎ 栓 回 収 術 を 組 み 合 わ せ た 群 で の ラ ン ダ ム 化

T O - A C T 試 験 で は 有 意 差 は ⽰ さ れ な か っ た 5 。 た だ し T O - A C T  

s t u d y で は A n g i o J e t ( B o s t o n  S c i e n t i f i c ,  M a r l b o r o u g h ,  M A ,  U S A ) 、

バ ル ー ン カ テ ー テ ル  、 ス テ ン ト リ ト リ ー バ ー 、 線 溶 剤 局 所 投 与 を

⽤ い て の 再 開 通 治 療 が ⾏ わ れ て お り 、 ⼤ ⼝ 径 カ テ ー テ ル を ⽤ い た ⾎

栓 吸 引 は 対 象 に な っ て い な か っ た 。 A n g i o J e t や バ ル ー ン カ テ ー テ

ル  に よ る ⾎ 栓 破 砕 の 効 果 は 限 定 的 で 、 ス テ ン ト リ ト リ ー バ ー は

S S S に は ア ン ダ ー サ イ ズ で あ っ た た め ⾎ 栓 回 収 術 の 上 乗 せ 効 果 が ⽰

さ れ な か っ た 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 今 回 の ３ 症 例 で は ⾎ 栓 吸 引 法 を

選 択 し た が 、 ⼤ ⼝ 径 カ テ ー テ ル  に よ る ⾎ 栓 吸 引 術 と 局 所 線 溶 療 法

の 併 ⽤ が よ り 効 果 的 で あ っ た と い う 報 告 7 と 合 致 し た 。 静 脈 洞 ⾎ 栓

は 動 脈 ⾎ 栓 と は 異 な り 広 範 囲 で ⼤ き な も の が 多 い の で 、 太 い カ テ ー

テ ル  で 強 い 吸 引 ⼒ を ⽣ か し な が ら 直 接 除 去 す る ⽅ 法 が 最 も 効 率 的

で あ る と 考 え ら れ る 。 ⼤ ⼝ 径 カ テ ー テ ル は 近 年 開 発 が 進 み 、 よ り ⼝

径 の 太 い S o p h i a  f l o w  p l u s ( M i c r o V e n t i o n  T e r u m o ,  C A ,  U S ) 、 R e a c t  
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( M e d t r o n i c ,  M i n n e a p o l i s ,  M N ,  U S A )  、  P e n u m b r a  J E T 7  

( P e n u m b r a ,  A l a m e d a ,  C A ,  U S A ) ,  C a t a l y s t  6 ,  C a t a l y s t  7 ( S t r y k e r ,  

K a l a m a z o o ,  M I ,  U S A ) な ど が 導 ⼊ さ れ て い る 。 今 後 、 症 例 を 重 ね る

こ と で 静 脈 洞 ⾎ 栓 吸 引 術 に 最 も 適 し た デ バ イ ス が 明 ら か に な る 可 能

性 が あ る 。  

我 々 は 以 下 に ⽰ す ３ 点 の ⼿ 技 上 の ⼯ 夫 に よ っ て よ り 効 果 的 か つ

安 全 に ⾎ 栓 除 去 が で き る と 考 え て い る 。 第 ⼀ は 、 マ イ ク ロ カ テ ー テ

ル も し く は 3 M A X  c a t h e t e r か ら の 局 所 静 脈 撮 影 が 閉 塞 部 位 の 把 握

に 有 ⽤ で あ る と い う こ と で あ る 。 漠 然 と 静 脈 洞 内 で 吸 引 し て も 効 果

は 得 ら れ に く く 、 ⾎ 栓 の 位 置 を 正 確 に 把 握 す る こ と で ⾎ 液 吸 引 の 効

率 を 上 げ る こ と が で き る 。 第 ⼆ は 、 A C E 6 0 ,  6 8  c a t h e t e r は 有 効 ⻑ が

1 3 2 c m と 短 い の で 、 8  F r  g u i d i n g  c a t h e t e r は 9 0 c m よ り 8 0 c m ⻑ を

選 択 す べ き 点 で あ る 。 そ う す る こ と で A C E 6 0 ,  6 8  c a t h e t e r が S S S

の よ り 遠 位 や 対 側 横 S 状 静 脈 洞 に も 到 達 可 能 と な る 。 第 三 は 、  ガ

イ ド ワ イ ヤ ー が ⽪ 質 静 脈 や 直 静 脈 洞 か ら ガ レ ン 静 脈 へ 迷 ⼊ ・ 穿 孔 す

る こ と を 回 避 す る た め に 、 カ テ ー テ ル  誘 導 時 に は b i p l a n e 透 視 を

使 ⽤ し て 正 ⾯ ・ 側 ⾯ の 2 ⽅ 向 か ら 2 名 の 術 者 で 観 察 す る こ と で あ

る 。 特 に 助 ⼿ は S S S 内 の 操 作 中 に は 正 ⾯ 像 で の ガ イ ド ワ イ ヤ ー の

動 き に 、 静 脈 洞 交 会 付 近 の 操 作 で は 側 ⾯ 像 で の ガ イ ド ワ イ ヤ ー の 動

き に 注 意 す べ き で あ る 。  

 

さ ら に 、 ⾎ 栓 回 収 術 を ⾏ う に あ た っ て 重 要 な の が 、 静 脈 洞 交 会 の 多
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様 な 解 剖 を 把 握 す る こ と で あ る 。 静 脈 洞 は 硬 い 硬 膜 に 覆 わ れ て い る

た め 、 静 脈 洞 内 で の ガ イ ド ワ イ ヤ ー や カ テ ー テ ル 操 作 は ⽐ 較 的 安 全

と 考 え ら れ る が 、 ⽪ 質 静 脈 は ⾮ 常 に 脆 弱 で あ り 、 不 ⽤ 意 に ガ イ ド ワ

イ ヤ ー を 侵 ⼊ さ せ る と ⾎ 管 穿 孔 に よ る 頭 蓋 内 出 ⾎ を ま ね く 恐 れ が あ

る 。 静 脈 洞 交 会 の 解 剖 学 的 バ リ エ ー シ ョ ン を 念 頭 に 置 い て 慎 重 に ガ

イ ド ワ イ ヤ ー 操 作 を ⾏ う 必 要 が あ る 。 静 脈 洞 交 会 の 解 剖 は ⼤ き く 3

タ イ プ に 分 け ら れ 、 さ ら に 合 計 1 5 の サ ブ グ ル ー プ に 分 類 に さ れ る

1 5 ) 。 S S S に カ テ ー テ ル を 誘 導 す る 経 路 に 着 ⽬ す る と 、 左 右 ど ち ら の

横 静 脈 洞 か ら で も 誘 導 で き る t y p e Ⅰ は 5 5 . 9 % あ り 、 右 横 静 脈 洞 か

ら の み S S S に ア プ ロ ー チ で き る t y p e Ⅱ R は 3 1 . 7 % 、 左 横 静 脈 洞 か

ら の み ア プ ロ ー チ で き る t y p e Ⅱ L は 1 2 . 3 % と さ れ て い る

（ G ö k ç e  ・ B a y a r o ğ u l l a r ı の 分 類 改 変 1 5 , 1 6 ））。 ま た 、 ⽇ 本 ⼈ の S S S か

ら 横 静 脈 洞 へ の 排 出 パ タ ー ン は 左 右 対 称 が 5 0 . 7 % で 、 右 優 位 が

3 8 . 0 %  1 7 ) と さ れ て い る が 、 胚 に お い て は 8 9 ％ が 右 横 静 脈 洞 へ 優 位

に ド レ ナ ー ジ す る 1 8 ) と の 報 告 も あ る 。 以 上 か ら 、 S S S 閉 塞 症 に 対

し て 、 経 静 脈 的 に カ テ ー テ ル を 留 置 す る 際 に 正 常 構 造 の 把 握 が 難 し

い 場 合 は 、 ま ず 右 Ｓ 状 静 脈 洞 か ら の ア プ ロ ー チ が 有 利 と 考 え ら れ

る 。 今 回 の 3 症 例 で は 、 症 例 1 が  T y p e  I 、 症 例 2 は  T y p e  Ⅱ L 、

症 例 3 が  T y p e Ⅱ L と 分 類 で き る 。 そ の た め 、 症 例 1 は 右 横 静 脈 洞

か ら 、 症 例 2 、 3 で は 左 横 静 脈 洞 か ら ア プ ロ ー チ し た 。  

 現 段 階 で は 吸 引 法 で 静 脈 洞 内 の ⾎ 栓 を 全 て 取 り 除 く こ と は 困 難

で あ り 、 術 中 に は し ば し ば 線 溶 剤 を 併 ⽤ す る 必 要 が あ る 。 ま た 術 後
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に は 従 来 通 り 抗 凝 固 療 法 を 継 続 す る こ と が 必 須 で あ る 。 現 時 点 に お

い て は ⾎ 栓 回 収 療 法 は 抗 凝 固 療 法 を 補 完 す る と い う 意 味 合 い が 強 い

が 、 今 後 、 画 像 診 断 や デ バ イ ス が さ ら に 改 良 さ れ る こ と に よ り ⾎ 栓

回 収 療 法 が C V S T 治 療 の メ イ ン ス ト リ ー ム に な る 可 能 性 が あ る 。  

 

【 結 語 】  

出 ⾎ ・ 頭 痛 ・ て ん か ん 発 症 の C V S T に 対 し て 、 従 来 の 抗 凝 固 療

法 に 加 え て 、 ⼤ ⼝ 径 カ テ ー テ ル で あ る P C を ⽤ い て 急 性 期 経 静 脈 的

⾎ 栓 吸 引 療 法 を 施 ⾏ し 良 好 な 結 果 を 得 た 。 本 療 法 は 、 ⽐ 較 的 ⼿ 技 も

容 易 で あ り 、 特 に 頭 蓋 内 出 ⾎ や 重 症 例 に は 有 効 な 治 療 法 と 考 え ら れ

た 。  

 

利 益 相 反 の 開 ⽰  

筆 頭 著 者 お よ び 共 著 者 全 員 が 利 益 相 反 は な い 。  
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⽂ 献   

1 .  S a p o s n i k  G ,  B a r i n a g a r r e m e n t e r i a  F ,  B r o w n  R D ,  J r . ,  e t  a l .  D i a g n o s i s  
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